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特
別
障
が
い
者
手
当
学
習
会
を
開
催

　　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
、
６
月
17
日
に

「
社
会
保
障
の
視
点
を
大
切
に
」
～
介
護

保
険
と
介
護
保
障
～
を
テ
ー
マ
に
加
古
川

商
工
会
議
所
で
、
特
別
障
が
い
者
手
当
「
医

師
診
断
書
」
学
習
会
を
18
人
の
参
加
者
で

開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
神
戸
女
子
大
学
客
員
講
師
・

兵
庫
県
高
齢
者
生
協
理
事
長
の
阿
江
善
春

先
生
と
、
明
石
市
・
戸
田
内
科
脳
神
経
内

科
院
長
の
戸
田
和
夫
先
生
に
お
願
い
し

た
。

　

学
習
会
で
は
、
阿
江
先
生
に
障
が
い
福

祉
制
度
の
全
体
像
と
、
特
別
障
が
い
者
手

当
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
講
演
い
た
だ
き
、

戸
田
先
生
に
は
特
別
障
が
い
者
診
断
書
作

成
に
あ
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
具
体

的
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

在
宅
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
人
で
、
介
護

度
が
上
が
り
、
生
活
が
追
い
つ
め
ら
れ
る

ほ
ど
家
族
の
介
護
負
担
が
増
し
て
い
る
の

に
、
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
や
短
期
入
所

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
せ
な
い
。

増
や
せ
ば
介
護
者
の
負
担
が
軽
く
な
る
の

に
、
経
済
的
な
困
難
さ
か
ら
、
自
己
負
担

料
の
支
払
い
が
出
来
ず
、
必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
人
が
い
る
こ

と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

　

医
療
・
介
護
の
負
担
金
を
助
成
す
る
制

度
と
し
て
は
、
私
た
ち
医
療
者
に
な
じ
み

の
あ
る
国
の
公
費
負
担
医
療
制
度
に
、「
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
」
や
、
精
神
疾
患

の
治
療
費
を
助
成
す
る
「
障
害
者
自
立
支

援
医
療
制
度
」
な
ど
（
参
考
資
料
1

）
が

あ
る
。
別
に
、
私
た
ち
医
療
者
に
あ
ま
り

な
じ
み
の
な
い
助
成
度
制
度
と
し
て
、
自

治
体
の
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
る
。
身
体

や
精
神
、
知
的
の
各
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
や
、
一
人
親
世
帯
、
子
供
を
対

象
に
自
治
体
が
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

助
成
し
て
い
る
。
保
険
料
の
負
担
に
つ
い

て
も
、
各
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
れ
ば

「
税
の
障
害
者
控
除
」
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
障
害
者
控
除
は
手
帳
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
要
介
護
2
～
5
の

認
定
を
受
け
て
い
て
、
一
定
の
条
件
を
満

た
せ
ば
適
応
さ
れ
る
（
参
考
資
料
2
）
。

　

さ
ら
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
「
特
別
障

が
い
者
手
当
制
度
」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
れ
は
在
宅
で
の
療
養
費
を
支
え
る

制
度
で
、
「
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
人
」
を
対
象
に
月
額
2
７
，

3
0
0
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、

重
等
級
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

だ
け
で
は
な
く
、
介
護
保
険
の
「
要
介
護

4
」
ま
た
は
「
要
介
護
5
」
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
と
な

る
。

　

と
こ
ろ
が
申
請
方
式
の
た
め
、
対
象
と

な
る
人
で
も
受
給
し
て
い
な
い
人
が
多
数

い
る
（
県
下
重
度
要
介
護
者
4
・
5
と
特
別
障
が

い
者
手
当
受
給
比
率
）
。
申
請
の
際
は
医
師
の

診
断
書
が
必
要
と
な
る
が
、
制
度
が
や
や

複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
は
介
護
保
障
の
全
て
で
は
な

い
の
で
、
他
の
関
連
制
度
も
使
い
支
援
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
背
景
に
生
活
問
題

が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
す
る

援
助
の
視
点
が
抜
け
落
ち
る
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
阿
江
先
生
は
指
摘
し
た
。

　

今
回
の
学
習
会
で
は
、
主
に
「
医
療
・

介
護
」
と
つ
な
が
り
が
大
き
い
「
障
が
い

福
祉
分
野
の
全
体
像
」
、
特
に
「
特
別
障

が
い
者
手
当
」
に
つ
い
て
詳
し
く
理
解
す

る
機
会
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
特
別
障
が
い
者
診
断
書
作
成

の
た
め
の
下
記
資
料
を
参
考
に
し
て
、
患

者
さ
ん
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
よ
り
多
く

の
先
生
に
診
断
書
を
お
書
き
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
所
得
制
限
や
そ
の
他
の
条
件
が
あ
る
た
め
、
特
別

障
が
い
者
手
当
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
確
認
が

必
要
）

　
　
　
　
　
　
　

西
村
医
院　

西
村
正
二

　
　
　
　
　
　

* 県下重度要介護者 (４・5) と特別障がい者手当受給者比率
　西宮 (37％ )　神戸 (25％ )　宝塚 (23％ )　姫路 (20％ )　加古川 (17％ )
＜参考資料＞
1. 加古川市医療助成
https://www.city.kakogawa.lg.jp/soshikikarasagasu/kenkouiryou/iryojoseinenkinka/
iryojosei/index.html
2. 加古川市障害者控除認定書発行について
h t t p s : / / www . c i t y . k a k o g a w a . i g . j p / s o s h i k i k a r a s a g a s u / f u k u s h i b u /
kaigohokenka/1547112021808.html
3. 特別障害者手当とは？支給金額や認定基準・申請方法をわかりやすく解説
https://works.litalico.jp/column/system/040/
4. 参考 : 厚生労働省『「障害児福祉手当及び特別障害者手当の障害程度認定基準について」
の一部改正について』
https://www.mhlw.go.jp/web/t_doc?datald=00tc3084&dataType=1&pageNo=1
5. 特別障害者手当障害程度表　障害程度
https://www.city.nagai.yamagata.jp/material/files/group/12/ninteikijyun.pdf

特別障がい者手当の医師診断書の書き方について詳しく学習した
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　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

　

令
和
5
年
5
月
20
日
に
、
加
古
川
商
工
会

議
所
に
お
い
て
加
古
川
・
高
砂
支
部
の
医
療

安
全
管
理
対
策
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

済
生
会
兵
庫
県
病
院
の
感
染
管
理
認
定
看

護
師
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
小
川
麻
由
美
講
師
に

よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
5
類
化
に
伴

う
感
染
対
策
の
変
更
点
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
定
員
は
30
人
で
し
た
が
、
少

し
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

会
の
前
半
、
こ
の
3
年
間
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
対
策
や
対
応
が

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

３
月
13
日
以
降
の
感
染
対
策
、
し
か
も
5

月
8
日
以
降
は
5
類
へ
の
変
更
と
い
う
こ
と

で
、
社
会
は
か
な
り
緩
み
が
ち
で
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
自
身
が
変
わ
る
わ
け
で

は
な
く
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
と

同
様
の
感
染
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
決
し
て

緩
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

感
染
者
が
出
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
か
は
、
各
医
療
機
関
で
の
取
り
決
め
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
5
類
化
変
更
後
に
は
、
受
診
時
の

マ
ス
ク
を
し
て
来
な
い
方
も
多
く
な
っ
て
お

り
、
各
医
療
機
関
で
の
い
ろ
い
ろ
な
感
染
対

策
の
取
り
組
み
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
今
回
の
研
修
会
で
は
再
確
認
し
た
気
が
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

後
藤
医
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後
藤
倫
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「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
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の
5
類
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
感
染
対
策
の
変
更
点
」　
参
加
記

　

医
療
安
全
管
理
対
策
研
修
会

　　

　　★加古川・高砂支部ニュース
　　　　　　　　への投稿を募集しています★

　
　支部ニュースへの投稿を募集しています。
　日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せくだ
さい。

　　　　　　　　　電話　078-393-1840　　ファックス 078-393-1820
　　　　　　　　　e-mail　sasaki-y@doc-net.or.jp　　（担当）佐々木まで

<2023 年 8 月のテーマ >
月曜日	 親と子の性教育

火曜日	 在宅医療の限界とその対応

水曜日	 機能性ディスペプシア

木曜日	 腎盂腎炎

金土日	 5 類以降のコロナ感染症

※ 11 日（金・祝）～ 16 日（水）は木曜日のテーマを放送します。

<2023 年 9 月のテーマ >
月曜日	 日光角化症はがんです

火曜日	 歯と全身の健康を守る食習慣

水曜日	 睡眠時無呼吸症候群に要注意！

木曜日	 脚のむくみ

金土日	 薬の飲み方

※ 18 日（月・祝）は金土日のテーマを放送します。

健康情報テレホンサービス

★ 24 時間いつでも３分間程度の開業医の手作りの健康・医療情報を放送してい

ます。

★インターネットでもご覧いただけます ｡ 過去の放送分もキーワード検索できま

す。URL は、http://www.hhk.jp/　左下のバナー「健康情報テレホンサービス」

をクリック。

通話料無料　（0120）979-451

コロナ５類化に伴う感染対策をどうすればいいか研修した


